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2021年 8月 8日(日)礼拝メッセージ(雅歌⑨) 

聖書箇所：雅歌 4章 8～16節 

タイトル：「あなたは私の心を奪った」 

 

 ソロモンの雅歌 4章からお話しています。今日は「あなたは私の心を奪った」というタイ

トルでお話します。9節に「あなたは私の心を奪った」と、2回繰り返して使われています。

「あなた」とは花嫁のこと、「私」とは花婿のことです。花婿が花嫁に対して、「あなたは私

の心を奪った」と言っているのです。花婿の心を奪った花嫁です。やっとの思いで花嫁と結

ばれた花婿は、うれしくて、うれしくて、何度も花嫁をほめ称えます。それが 4章 1節から

の内容でした。1 節には「ああ、あなたは美しい。」とあります。そして 7 節にも「あなた

のすべてが美しい」(7)とあります。花嫁の目、髪、歯、唇、口、頬、首、乳房、そのすべ

てです。すべてが美しい。 

 

きょうはその続きです。その花嫁の美しさは花婿の心を奪いました。この花嫁は、私たち

のこと、私たち教会のことです。教会は、キリストの心を奪いました。どのように奪ったの

でしょうか。 

 

Ⅰ．レバノンから来ておくれ(8) 

 

まず、8 節をご覧ください。「花嫁よ。私と一緒にレバノンから、私と一緒にレバノンか

ら来ておくれ。アマナの頂から、セニルの頂、ヘルモンの頂から、獅子の洞穴、豹の山から

下りて来ておくれ。」 

 

これまで花婿は花嫁を「わが愛する者」と呼んできましが、ここから「花嫁よ」と呼びか

けています。それは、二人が結婚して結ばれたことでそのような関係となったからです。そ

の花嫁に対して花婿は、「私と一緒にレバノンから、来ておくれ」と言っています。ここか

ら、花嫁はレバノンに住んでいたことがわかります。その住み慣れたレバノンから出てきて、

自分の宮殿に住みなさい、と言っているのです。 

 

皆さんは、レバノンがどこにあるかわかりますか。「レバノン」とは、イスラエルの北部

に隣接している小さな国です。面積は日本の岐阜県とほぼ同じです。アジア大陸でもっとも

小さな主権国家として認められています。その割には頻繁にニュースで取り上げられてい

ます。昨年は首都のベイルートで爆発事故があったことが報じられました。カルロス・ゴー

ン氏が逃亡したのもこのレバノンです。 

 

聖書では、「レバノン」は豊かさの象徴として用いられています。たとえば、詩篇 72篇 16
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節には、「地では、山々の頂に穀物が豊かにあり、その実りはレバノンのように豊かで」と

あります。ここには「レバノンのように豊かで」と、実りが豊かである所として用いられて

います。また、今日の聖書の箇所にも、11節に「レバノンの香りのようだ」(11)とあります

が、そこは絶えず香りで満ちていました。そのレバノンから来るようにというのです。なぜ

でしょうか。 

 

その次にこうあります。「マナニの頂から、セニルの頂、ヘルモンの頂から、獅子の洞穴、

豹の山から下りて来ておくれ」「マナニの頂」とか、「セニヌの頂」、「ヘルモンの頂」とは、

このレバノンのことです。レバノンには南北に山脈が走っていて、そこにはこうした山々が

連なっていました。北からアマニ山、セニル山と続き、一番南がヘルモン山です。これらは

全長 150キロにも及ぶ連山で、北はシリアから南はイスラエルまで続いていました。ですか

ら、新約聖書にはヘルモン山がよく出てくるのです。ヘルモン山はイスラエルの北部にある

山です。そこで主イエスはまばゆい姿に変貌されました。そこはイスラエルの北の果てにあ

る山です。すなわち、この「レバノンから来ておくれ」の「レバノン」とは、花婿がいたエ

ルサレムから離れているところ、遠いところを指していたのです。そのイスラエルの北の果

て、エルサレムから一番離れたところから「来なさい」と言うのです。 

 

私たちも時として神から離れてしまうことがあります。イスラエルの北の果てレバノン

にいるようなことがありますが、でもどんなに神から離れてしまっても、北の果てに落ち込

んでいたとしても、そこから来なければならないのです。 

 

詩篇 42篇 6節には、「私の神よ。私のたましいは私の前でうなだれています。それゆえ、

ヨルダンとヘルモンの地から、またミツァルの山から私はあなたを思い起こします。」とあ

ります。この「ヨルダンとヘルモンの地」とは、このことです。神から遠く離れたところで

す。この詩篇の作者は、神から遠く離れてうなだれていました。でもそこから神を思い起こ

しています。神から遠く離れていても、今さら神のもとには戻れないのではないかと思って

も、あなたは戻ることができます。なぜなら、主が「来なさい」と呼び掛けておられるから

です。 

 

ここにはまた「獅子の洞穴、豹の山」から下りて来ておくれ。」あります。どういうこと

でしょうか。獅子の穴で有名なのは、ダニエルが投げ込まれた獅子の穴です。彼はペルシャ

の王ダリウス(ダレイオス)の時代に、ペルシャの王以外のものに祈願する者があれば獅子

の穴に投げ込まれるという禁令を破り、いつものように日に三度ひざまずき、自分の神に祈

って感謝をささげました。それで彼は捕らえられ、獅子の穴に投げ込まれてしまいました。 

しかし、神が獅子の口をふさいでくださったので、獅子は彼に何の害も加えることができ

ませんでした。ダニエルが穴から引き上げられると、何と彼にはなんの傷もなかったのです。
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聖書はその理由をこう言っています。「彼が神に信頼していたからである。」(ダニエル 6:23)

もし彼が神に信頼していなかったら、彼はライオンに食われていたでしょう。ですから、こ

の「獅子の穴」とは、不信仰の穴であると言えます。神に信頼しない、できないのです。い

つも自分の力で生きようとしています。その結果、八方塞がりに陥っているのです。そんな

不信仰の穴から出てくるようにと呼び掛けられているのです。 

 

さらに、ここには「豹の山」とあります。「豹の山」から下りて来るようにと。黙示録 13

章 2節に、「ひょう」が出てきます。「私の見たその獣は、ひょうに似ており、足は熊の足の

ようで、口は獅子の口のようであった。竜はこの獣に、自分の力と位と大きな権威とを与え

た。」とあります。これはやがて来る反キリストのことです。その獣は「ひょう」に似てい

ました。すなわち、この「豹の山」とはサタンの力、敵に取り囲まれて二進も三進もいかな

いような状態のことを指しています。そうした豹の山から下りて来なければなりません。そ

うすれば、あなたもキリストの救いのすばらしさを体験することができます。 

 

あなたは今どこにいますか。アマニの頂、セニルの頂、ヘルモンの頂ですか。それとも、

獅子の穴でしょうか。あるいは、豹の山ですか。花婿なるキリストは、そこから「来なさい」

と呼び掛けておられます。もう来るな！うっとうしい！顔も見たくない！あっちへ行け！

と言うのではなく、「来なさい」と言ってくださるのです。たとえレバノンのように神から

遠く離れたところにいても、何度でもやり直すことができます。何度もつまずき、主から離

れたとしても、あなたはやり直すことができるのです。主はあなたを決して見放したり、見

捨てたりすることはなさらず、「来なさい」と呼び掛けてくださるのです。 

「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあな

たがたを休ませてあげます。」(マタイ 11:28) 

あなたが神から遠く離れ、人生に疲れ果て、重荷で押しつぶされそうであるなら、花婿で

あられるキリストのもとに来てください。そうすれば、主があなたを休ませてあげます。 

 

どうやって来たら良いのでしょうか。ここには「私と一緒に来ておくれ」とあります。し

かもこれも 2回繰り返されています。この花婿であられるイエス・キリストと一緒に来てお

くれと言うのです。自分一人ではとても行けないと思っている方がおられますか。大丈夫で

す。イエス様が一緒にいてくださいますから。あなたは一人ではありません。いつでもイエ

ス様が一緒にいてくれます。だから恐れることはありません。安心して来ることができます。 

 

ですから、あなたは安心して主のもとに来ることができます。たとえ主から遠く離れたと

ころにいても、たとえ不信仰の穴に落ちていても、たとえ罪に支配され、自分で自分のこと

がわからないような状態にあっても、花婿なる主が共にいてくださるので、あなたは来るこ

とができるのです。花嫁よ。私と一緒にレバノンから来ておくれと言われる花婿の声に応答
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して、花婿のもとに下りて来たいと思います。 

 

Ⅱ．あなたは私の心を奪った(9-12) 

 

次に、9～12 節をご覧ください。まず 9 節をお読みします。「あなたは私の心を奪った。

私の妹、花嫁よ。あなたは私の心を奪った。ただ一度のまなざしと、首飾りのただ一つの宝

石で。」 

 

ここには「あなたは私の心を奪った」とあります。花嫁は花婿の心を奪いました。その目、

鼻、口、歯、頬、すべてが美しい。8節では「花嫁よ」と呼ぶようになりましたが、ここで

はさらに「私の妹、花嫁よ。」と呼び掛けられています。10節にも、12節にも使われていま

す。このような言い方は、4章だけで実に 3回も使われているのです。どういうことでしょ

うか。花嫁と花婿はそれだけ近い関係であるということです。それは、妹のように血のつな

がりのある関係であるということです。 

「妹」と訳されたことばはヘブル語で「アホーティ」と言いますが、「実際の血のつなが

った妹」を意味します。花婿にとって花嫁は血のつながりがあるほど親密な関係なのです。

古語で「妹背
い も せ

」ということばがあります。新聖歌の 504番には「妹背を契る」という讃美歌

がありますね。現代で使われていません。これは親しい関係の男女を指すことばで、親しい

男女が結婚することを意味しています。まさに血を分け合った兄と妹という関係です。 

このことは、キリストと教会の関係を表しています。つまり、キリストの花嫁なる教会は、

花婿なるイエスさまの血によって生まれたものであるということです。イエスさまにとっ

て教会は、ご自身と同じほど尊い存在なのです。 

 

その妹であり、花嫁である相手に、花婿は「あなたは私の心を奪った。」と言っています。

「あなた」とは花嫁のことであり、私たち教会のことです。そして「私」とは花婿のこと、

すなわちイエス様のことです。花嫁である教会は、花婿であられるイエス様の心を奪ってし

まったというのです。イエス様は私たちを見てもうメロメロであるということです。 

 

この「奪う」ということばはヘブル語で「ラバーブ」ですが、心をかき立てるとか、かき

混ぜるという意味があります。家内は毎日のようにケーキを作っていますが、どのようにし

て作るのかを見ていると、ボールに小麦粉とかバター、卵、砂糖とかをバーって入れてミキ

サーにかけます。そのかき混ぜた状態のことです。イエス様が私たちを見るとき、そのよう

に心がかき混ぜられたようになるのです。皆さんも好きな人を見るときなど胸がキュンと

することがありますがそれです。すっかり魅了されてしまいます。虜にされてしまいます。

これが、イエス様が私たちを見る目です。いったい私たちのどこにそんな魅力があるのでし

ょうか。自分では何の取り柄もないと思っているのに。 
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その後のところを見てください。ここには「ただ一度のまなざしと、首飾りの宝石で。」

とあります。花嫁のたった一度のまなざしで花婿の心が奪われてしまいました。いわば一目

ぼれです。あなたが何者であるかは関係ありません。あなたが過去においてどうであったか

とか、今何をしているのか、これから先どうなるかといったことは全く関係ないのです。た

とえ金メダルを取れなくても、あなたの存在そのものが美しい。あなたをたった一度見ただ

けで、イエス様の心はもうヨレヨレなのです。へブル 12章 2節には「信仰の創始者であり、

完成者であるイエスから、目を離さないでいなさい。」とありますが、もしあなたがイエス

を見るなら、イエスは喜んでくださいます。それが私たちの信仰です。信仰とは、イエスを

見ることです。他のことは要求はされません。ただイエスを見るだけで、イエスは喜んでく

ださるのです。 

 

また、ここには「首飾りの宝石で」とあります。「首飾りの宝石」とはネックレスのこと

です。花嫁のネックレスを見ただけで花婿の心が奪われてしまいました。なぜなら、花婿は

そのネックレスに込められた花嫁の思いを知ってくださるからです。私たちの花婿イエス

は、私たちの一挙手一投足を注意深く見られ、そこに込められた思いのすべてを察知してく

ださるのです。それほどあなたに夢中であるということです。義務的にではなく、義理でも

なく、心からあなたを愛しておられるからです。 

 

10節をご覧ください。「私の妹、花嫁よ。あなたの愛は、ぶどう酒にまさって麗しく、あ

なたの香油の香りは、すべての香料にまさっている。」 

これは花嫁が 1章 2～3節で語ったことばと全く同じことばです。そのことばを今度は花

婿が花嫁に語っています。どういうことかというと、まず花婿が愛してくださったので、そ

の愛を受けて、今度は花嫁が花婿を愛するようになったということです。 

 

Ⅰヨハネ 4章 19節に「私たちは愛しています。神がまず私たちを愛してくださったから

です。」とあります。神がまず私たちを愛してくださいました。その愛を受けて、その愛を

知って、今度は私たちが神を愛することができるのです。神の愛がわからなければ、神を愛

することはできません。ですから、神がまず私たちを愛してくださったのです。その愛は、

ぶどう酒にまさって美しいとあります。その香りは香料にまさっています。但し、私たちの

キリストへの愛よりも、キリストの私たちに対する愛の方がはるかにすばらしいというこ

とを忘れないでください。キリストの愛は真実な愛です。それはどんなことがあっても破棄

されることはありません。あなたがどんなに神に背いても、どんなに神から離れても、神は

あなたを見捨てたり、見離したりはしません。それは無限の愛であり、無条件の愛、無償の

愛です。それはキリストが十字架の上で死なれたことによって現わされた愛です。人間には

このような愛はありません。でも私たちのちっぽけな愛でも、キリストは喜んでくださるの
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です。 

 

11 節をご覧ください。ここには「花嫁よ。あなたの唇は蜂蜜を滴らせ、舌の裏には蜜と

乳がある。衣の香りは、レバノンの香りのようだ。」とあります。 

この「唇」とか「舌の裏」とは、花嫁との口づけを表しています。それは蜂蜜のように甘

く、果実の蜜や乳のように豊かであるということです。この「蜜と乳がある」という表現は、

「乳と蜜が流れる地」、約束の地カナンをイメージさせます。聖書には、約束の地カナンは

乳と蜜が流れる地であると言われています。それは乳と蜜それ自体が流れているというこ

とではありません。これは牧草の豊かな、しかも蜂が蜜を吸うことのできる多くの花や樹木

が生えている自然が豊かな地であるという意味です。そのように心が満たされるところが

カナンなのです。花嫁との口づけはそのように甘く、心が満たされる行為であるというので

す。 

 

これは何を表しているのかというと、私たちの神への礼拝です。礼拝とはギリシャ語で

「プロスクネオー」と言いますが、意味は「～に向かって口づけする」という意味がありま

す。ですから、礼拝とは、主に向かって口づけする行為なのです。それはまさに蜂蜜のよう

に甘く、乳と蜜のように私たちの心を満たしてくれるものなのです。これが毎週日曜日の礼

拝でもあります。ですから、今皆さんは主イエスに向かって口づけしているのです。主を愛

するがゆえに行う行為、それが礼拝なのです。それは私たちの花婿イエス・キリストの心を

満たすものです。私たちのささげる礼拝は、イエス・キリストの心を満たすものなのです。

これを取り違えないようにしなければなりません。私たちのささげる礼拝は私たちの心を

満たすものではなく、私たちの主イエスの心を満たすものです。もちろん、私たちが礼拝す

ることで結果的には私たちの心が満たされることになりますが、それが礼拝の第一の目的

ではありません。礼拝は私たちの心を満たす前に、イエス・キリストの心を満たすことなの

です。私たちはよくきょうの礼拝は良かった、恵まれた、満足した、と言うことがあります

が、それもすばらしいことですが、その前に考えなければならないことがあります。それは

あなたの花婿イエス・キリストはどうだったかということです。あなたのささげる口づけ

(礼拝)が、イエス様の唇を甘くし、その舌の裏には蜜と乳があるかのような喜びと満足を与

えるものであったかということです。主は私の礼拝を喜んでくださっただろうか。私の奉仕、

私の献金を喜んでくださったかどうかということです。自分が満足したかどうかの前に、主

はどのように受け止められたかということです。もちろん、そのような期待をしてはいけな

いということではありません。しかし、イエス・キリストに喜ばれる礼拝をささげたい。ど

うすれば主に喜ばれる礼拝をささげることができるかを、もっと真剣に考えなければなり

ません。 

 

ルカの福音書の最後は、このことばで締めくくられています。「いつも宮にいて神をほめ
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たたえていた。」(ルカ 24:53)この「ほめたたえていた」ということばは、祝福していたと

いう意味です。イエス様が天に昇って行かれた後、弟子たちはエルサレムに帰り、いつも宮

にいて神をほめたたえていました。主を祝福していました。逆じゃないですか。主が私たち

を祝福してくれるんじゃないですか。もちろん、そういう面もあります。しかし、礼拝とは

神が私たちを祝福してくれるというだけでなく、私たちが神を祝福することでもあるので

す。自分が祝福されることは感謝なことですが、何よりもイエス・キリストを祝福すること、

イエス・キリストの心が満たされること、イエス・キリストの栄光が崇められることが、礼

拝の最大の関心とならなければなりません。 

 

11 節に戻ってください。ここにはもう一つのことが言われています。それは「衣の香り

は、レバノンの香りのようだ。」とあります。 

「レバノン」については、8節にも出てきましたが、そこでは神から遠く離れた地の象徴

として用いられていましたが、ここでは、香りが満ちている場所として用いられています。

レバノンはレバノン杉で有名ですが、他にも芳香性が強い植物が生息していたことでも有

名です。そこには絶えず香りが満ちていました。花嫁の衣は、このレバノンの香りのようだ

というのです。 

この「衣」とは全身を覆うもので、花嫁が寝る時に着たものです。今でいうパジャマとか

ネグリジェのようなものです。その衣がレバノンの香りのようだというのです。それはイエ

ス・キリストの香りでもあります。 

 

コロサイ 3 章 12 節には、「キリストにつくバプテスマを受けたあなたがたはみな、キリ

ストを着たのです。」とあります。ですから、花嫁はキリストを着たのです。それはキリス

トとの親密な交わりによって、キリストのようになることを意味します。それはどんな香り

でしょうか。コロサイ 3章には続いてこのように勧められています。「ですから、あなたが

たは神に選ばれた者、聖なる者、愛されている者として、深い慈愛の心、親切、謙遜、柔和、

寛容を着なさい。互いに忍耐し合い、だれかがほかの人に不満を抱いたとしても、互いに赦

し合いなさい。主があなたがたを赦してくださったように、あなたがたもそうしなさい。そ

して、これらすべての上に、愛を着けなさい。愛は結びの帯として完全です。キリストの平

和が、あなたがたの心を支配するようにしなさい。そのために、あなたがたも召されて一つ

のからだとなったのです。また、感謝の心を持つ人になりなさい。キリストのことばが、あ

なたがたのうちに豊かに住むようにしなさい。知恵を尽くして互いに教え、忠告し合い、詩

と賛美と霊の歌により、感謝をもって心から神に向かって歌いなさい。ことばであれ行いで

あれ、何かをするときには、主イエスによって父なる神に感謝し、すべてを主イエスの名に

おいて行いなさい。」(コロサイ 3:12-17) 

あなたはどうでしょうか。キリストを着ていますか。キリストの香りを放っていますか。

花婿であられるキリストは、あなたのそのような香りをとても喜んでくださいます。 
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12節をご覧ください。「私の妹、花嫁は、閉じられた庭、閉じられた源、封じられた泉。」 

これらの表現はすべて花嫁の処女性を表しています。「閉じられた」「封じられた」という表

現は、花婿以外にだれも入ることのできないように鍵がかかっているような状態であると

いう意味です。そこは花婿だけが開くことができる庭であり、源であり、泉です。たった一

人の花嫁であるということです。それは純潔と貞潔を意味しています。花婿だけであるとい

うことです。花嫁にどうしてもなければならないもの、それが花婿に対する純潔なのです。 

 

パウロもそのことを語っています。Ⅱコリント 11 章 1～3 節で次のように言われていま

す。「私の少しばかりの愚かさを我慢してほしいと思います。いや、あなたがたは我慢して

います。私は神の熱心をもって、あなたがたのことを熱心に思っています。私はあなたがた

を清純な処女として、一人の夫キリストに献げるために婚約させたのですから。蛇が悪巧み

によってエバを欺いたように、あなたがたの思いが汚されて、キリストに対する真心と純潔

から離れてしまうのではないかと、私は心配しています。」 

蛇が偽りによってエバを欺いたように、教会にもサタンが悪巧みによって欺こうとして

きます。パウロはそのことを心配していました。教会にとってどうしても必要なことは、イ

エスさまに対する「純潔と貞潔」です。サタンは偽りの教えによって私たちの思考に入り込

み惑わしてきます。だから私たちは、いつも主のみことばをしっかり握って聖さを保つ必要

があるのです。 

 

私たちクリスチャンはみなキリストの花嫁です。キリストは、やがて再びこの世界に戻っ

て来られます。その時のために傷のない、本当に純潔な教会を、キリストの花嫁として整え

なければなりません。教会には聖書以外の様々な教えが入り込んできます。蛇がエバを欺い

たように、間違った教えによって私たちを信仰から遠ざけようとしますが、そうした教えに

警戒し、彼らから遠ざからなければなりません。花婿への純潔と貞潔を守らなければならな

いのです。 

 

Ⅲ．あなたの産み出すもの(13-16) 

 

最後に、13 節から 16 節までをご覧ください。「あなたの産み出すものは、最上の実を実

らせるざくろの園、ナルドとともにヘンナ樹、ナルドとサフラン、菖蒲とシナモンに、乳香

の採れるすべての木、没薬とアロエに、香料の最上のものすべて、庭の泉、湧き水の井戸、

レバノンからの流れ。」 

 

ここで花婿は花嫁を、園に植えられた木や咲き乱れる花にたとえています。これらすべて

花嫁について描写されているものです。あなたの産み出すもの、つまり花嫁が産み出すもの
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が、ここに列挙されています。 

 

まず、最上の実を実らせるざくろの園です。「ざくろ」については 3節にも出てきました

が、それは豊かさといのちを象徴するものです。乾燥したイスラエルでは水分を補給するの

に欠かせないものでした。まさに渇いた喉を潤す清涼飲料水のような最高のジュースとし

て重宝されました。ざくろを見ると、一つの実の中にたくさんの種が入っているのがわかり

ます。それはまさに御霊の実を表しています。有名なガラテヤ 5章 22～23節にはこうあり

ます。「しかし、御霊の実は、愛、喜び、平安、寛容、親切、善意、誠実、柔和、自制です。

このようなものに反対する律法はありません。」花婿は花嫁が産み出す御霊の実を見て絶賛

しているということです。 

 

そればかりではありません。13 節の後半には「ナルドとともにヘンナ樹、ナルドとサフ

ラン、」とあります。ナルドについては 1章 12節にもありましたが、ヒマラヤやチベットと

いった標高の高いところに生息する植物で、古代からインド人により、薬用や香料として使

われてきました。それに油を混ぜ合わせたものがナルドの香油です。それは非常に高価なも

のでした。「ナルド」という名前には、「かぐわしい」という意味があります。 

 

また、「ヘンナ樹」についても 1章 14節に出てきました。これは「へんな木」ではありま

せん。立派な木です。エジプト、インド、北アフリカ、イランなどの乾燥した水はけの良い

丘陵に育つ、ミソハギ科の植物で、3メートルから 6メートルほどの常緑低木です。熱い地

方では日陰になる大切な木でした。まさにオアシス的な存在です。 

 

そして 14節には、「ナルドとサフラン、菖蒲とシナモンに、乳香の採れるすべての木、没

薬とアロエに、香料の最上のものすべて、」とあります。 

ナルド、サフラン、菖蒲、シナモン、乳香、没薬、アロエは、すべて香りを放つ草花です。

まさに芳
かぐわ

しいということです。問題は、何のために芳しいのか、だれのために芳しい香り

なのかということです。それはもちろん花婿のためです。自分を喜ばせるためのものではあ

りません。花婿であられるイエス・キリストの喜びと、イエス・キリストの栄光のための香

りなのです。私たちはそのために存在し、生かされているのです。 

 

15節をご覧ください。ここには「庭の泉、湧き水の井戸、レバノンからの流れ。」とあり

ます。ここに「レバノンからの流れ」とあるように、レバノンの山々、特にヘルモン山の雪

解けの水が湧き出ます。それはすべてを潤す水、いのちを与える水のことです。イエス様は

こう言われました。「だれでも渇いているなら、わたしのもとに来て飲みなさい。わたしを

信じる者は、聖書が言っているとおり、その人の心の奥底から、生ける水の川が流れ出るよ

うになります。」(ヨハネ 7:37-38) 
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ここに「聖書が言っているとおり」とありますが、この聖書が言っているとおりとは、旧

約聖書が言っているとおりにということで、実はこの箇所で言われているとおりにという

ことです。イエスを信じる者は、聖書が言っているとおりに、その人の心の奥底から生ける

水の川が流れ出るようになりますが、それはここで言っているヘルモンの雪解けの湧き水

のように流れるということだったのです。イエス様はそれを念頭に言われたのです。この

「生ける水」とは何でしょうか。イエス様はその後のところで、このことについても説明し

ておられます。「イエスは、ご自分を信じる者が受けることになる御霊について、こう言わ

れたのである。」(ヨハネ 7:39) 

この花嫁の美しさは、生ける水が流れ出ていたことでした。神の聖霊に満たされていたこ

とです。あなたもイエスのもとに来て飲むなら、心の奥底から生ける水が流れ出て、美しい

花嫁として整えられます。 

 

あなたが産み出しているものは何でしょうか。あなたの特産物は何でしょうか。あなたの

園はどんな園でしょうか。花が咲き乱れているでしょうか。豊かな実が実った果樹園でしょ

うか。良い香りが漂うハーブ園でしょうか。それはこの湧き水の井戸、レバノンの流れがあ

るかどうかで決まります。もしあなたが花婿のもとに来て生ける水を飲むなら、あなたの園

は最上の実を実らせ、芳しい香りを放つ園となるのです。あなたの花婿キリストは、そんな

花嫁を喜び称えているのです。 

 

最後に 16節を見て終わります。「北風よ、起きなさい。南風よ、吹きなさい。私の庭に吹

いて、その香りを漂わせておくれ。私の愛する方が庭に入って、その最上の実を食べること

ができるように。」 

これは花婿のことばを受けた花嫁のことばです。彼女はここで、「北風よ、起きなさい。

南風よ、吹きなさい。私の庭に吹いて、その香りを漂わせておくれ。」と言っています。ど

うしてこのように言っているのでしょうか。それは、「私の愛する方が庭に入って、その最

上の実を食べることができるように。」するためです。 

 

聖書では、「風」は聖霊のシンボルとして使われています。15節の「泉」や「湧き水」も

そうです。聖霊のシンボルとして用いられています。エデンの園にも風が吹いていました。

エデンの園では、神が土地のちりで人を形造り、その鼻にいのちの息を吹き込まれました。

それで人は生きるものとなりました。いのちの息が吹き込まれなければ、生きるものにはな

りません。生きてはいても死んでいる、生ける屍でしかないわけです。それだけでは死んだ

者です。肉体は生きていても、霊は死んでいます。ですから、そういう人は死んだら終わり

です。でも、聖霊があなたの内に吹き込まれるなら、あなたは生きるものとなるのです。死

んでもなくならない永遠のいのちをいただくのです。それはいのちの水となってあなたを

潤します。あなただけでなく、あなたの周囲にいる人たちをも潤していきます。同時にあな
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たは庭ですから、花を咲かせ、実を結び、キリストの香りを漂わせるようになります。その

ためには風が吹かなければなりません。聖霊があなたの庭に吹くとき、その香りを漂うので

す。 

 

あなたの愛する方が、あなたの主イエスがあなたの園に入って、その最上の実を食べるこ

とができるように、あなたの庭を整えてください。最善の実を結ばせていただきましょう。 


